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南
伊
豆
地
区
一
市
三
町
（
下
田

市
・
河
津
町
・
南
伊
豆
町
・
松
崎

町
）
で
は
、
昨
年
十
二
月
二
十
七

日
に
四
市
町
長
と
賀
茂
地
域
支
援

局
に
よ
る
合
併
推
進
懇
話
会
が
開

か
れ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
合

意
が
さ
れ
ま
し
た
。
�
各
市
町
と

も
、
今
回
の
一
市
三
町
の
枠
組
み

に
よ
る
合
併
が
最
後
の
機
会
と
捉

え
、
法
律
（
合
併
新
法
）
の
期
限

で
あ
る
平
成
二
十
二
年
三
月
末
を

目
途
に
合
併
を
推
進
す
る
。
�
合

併
に
あ
た
っ
て
は
、
国
・
県
の
合

併
支
援
を
最
大
限
活
用
し
、
地
域

の
将
来
に
つ
な
が
る
合
併
を
実
現

す
る
。
�
河
津
町
長
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
地
域
自
治
組
織
の
導
入
を

検
討
す
る
。
�
法
定
協
議
会
立
ち

上
げ
の
議
決
時
期
は
平
成
十
九
年

度
末
を
目
途
と
し
、
副
市
町
長
を

中
心
に
準
備
を
進
め
る
。
�
年
明

け
（
一
月
）
に
、
一
市
三
町
の
市

町
長
が
県
庁
に
石
川
知
事
を
訪
ね
、

合
併
推
進
の
意
向
を
報
告
す
る
と

と
も
に
地
域
課
題
に
対
す
る
支
援

要
請
を
行
う
。
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こ
の
合
意
事
項
を
受
け
て
、
一

市
三
町
の
副
市
町
長
と
担
当
課
長

に
よ
る
合
併
協
議
会
設
置
準
備
会

が
組
織
さ
れ
、
一
月
二
十
三
日
に

一
回
目
の
会
合
が
持
た
れ
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
準
備
会
に

は
事
務
局
（
下
田
総
合
庁
舎
内
）

を
置
く
こ
と
と
し
、
各
市
町
か
ら

一
名
ず
つ
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と

も
決
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
今
年
度
中
の
法
定

協
議
会
設
置
議
案
の
議
決
に
つ
い

て
も
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

合
併
協
議
会
規
約
、事
務
局
組
織
、

予
算
等
に
つ
い
て
合
併
関
係
市
町

お
よ
び
県
と
の
事
前
協
議
を
早
急

に
行
い
、
各
市
町
議
会
へ
の
説
明

を
経
て
、
す
べ
て
の
市
町
で
法
定

協
議
会
設
置
議
案
を
上
程
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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市
町
合
併
に
は
、
国
や
県
に
対

し
て
、
様
々
な
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
関
係

市
町
間
に
お
け
る
事
務
事
業
の
調

整
も
平
行
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
十
分
な
審
議
時
間

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
法
定
協
議
会
を

立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
こ

れ
ま
で
の
経
過
等
を
踏
ま
え
て
、

別
途
回
覧
で
お
知
ら
せ
を
し
た
と

お
り
地
区
説
明
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
ご
出
席

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

合
併
に
つ
い
て
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４
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皆
さ
ん
の
ご
家
庭
は
、「
三
色
」
そ
ろ
っ
た
朝
ご

は
ん
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？
朝
食
を
食
べ
な
か
っ
た

り
、
孤
食
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

近
年
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
食
生

活
に
起
因
す
る
健
康
の
悪
化
、
ま
た
、
生
活
リ
ズ
ム

の 
乱 
れ 
に 
よ 
る 
成 
長 
へ 
の 
悪 
影 
響 
が 
問 
題 
と 
な 
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
松
崎
町
で
は
学
校
や
幼

稚
園
・
保
育
園
を
中
心
に
様
々
な
「
食
育
」
へ
の
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
か
ら
三
回
に
分
け
て
「
食
育
」
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
今
月
は
、「
元

気 
の 
で 
る 
朝 
ご 
は 
ん 
〜 
三 
色 
そ 
ろ 
っ 
た 
朝 
ご 
は 
ん

を
食
べ
よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
昨
年
の
十
二
月
に
小

学
校
主
催
で
行
わ
れ
た
「
松
崎
町
地
域
学
校
保
健
委

員
会
」
で
の
二
人
の
先
生
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。
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■
食 
べ 
て 
吸 
収 
さ 
れ 
た 
ブ 
ド 
ウ 
糖 
が 
脳 
の 
満 
腹 
中 
枢 
へ

　

伝 
達 
さ 
れ 
る 
ま 
で 
十 
五 
分 
か 
か 
る 
た 
め 
、
早 
食 
い 
を

　

せ
ず
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
。

■
早
歩
き
も
効
果
的
で
あ
る
。

�
�
�
�

■
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
の
五
千
人
を
対
象
と
し
た
食
事

調
査
の
結
果
よ
り
、
孤
食
・
朝
食
欠
食
の
子
は
キ
レ
ル

子
が
多
い
。

■
家 
族 
み 
ん 
な 
で 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
ー 
シ 
ョ 
ン 
を 
と 
り 
な

　

が 
ら 
楽 
し 
く 
食 
卓 
を 
囲 
む 
こ 
と
「
家 
族 
だ 
ん 
ら 
ん
」

　

が
大
切
。
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次
回
は
、生
活
リ
ズ
ム
と
成
長
の
関
係
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６
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野 
菜 
や 
果 
物 
に 
多 
く 
含 
ま 
れ 
る 
ビ 
タ 
ミ 
ン 
や 
ミ 
ネ 
ラ

ル
は
、
体
の
中
で
ほ
か
の
栄
養
素
に
働
き
か
け
、
体
の

調
子
を
整
え
ま
す
。
野
菜
の
食
物
繊
維
は
、
腸
の
運
動

を
盛
ん
に
し
て
、
腸
の
中
を
き
れ
い
に
掃
除
し
た
り
、

体
の
中
の
害
に
な
る
も
の
を
吸
収
し
て
く
れ
ま
す
。
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や
る
気
源
＝
た
ん
ぱ
く
質　
↓　
�
�
�
�
�
（
肉
・
魚

・
卵
・
大
豆
製
品
な
ど
）
ス
タ
ミ
ナ
を
発
揮
す
る
「
炭

水
化
物
」
と
「
脂
肪
」
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朝
食
に
は
人
間
の
脳
の
「
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム

　
（
日
周
リ
ズ
ム
）」
を
調
節
す
る
働
き
が
あ
る
。

脳
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
＝
ブ
ド
ウ
糖　
↓　
�
�
�
�
�

　
（
ご
は
ん
・
パ
ン
な
ど
）

�
�

↓　
�
�
�
�
�



　

式
は
「
式
典
」
と
「
は
た
ち
祭
」

の
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、
新
成
人

た
ち
は
、
関
係
者
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、新
成
人
を
代
表
し
、

�
木
一
輝
さ
ん
（
道
部
）
と
依
田

沙
由
美
さ
ん
（
東
区
）
が
、「
一

人
一
人
が
モ
ラ
ル
あ
る
行
動
を
と

り
、
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
し
�

ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か
ん
�
と
い

う
思
い
で
日
々
精
進
し
て
い
き
ま

す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

は
た
ち
祭
で
は
、
恩
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
伊
豆
松
崎
牛
原
太

鼓
の
皆
さ
ん
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

が
行
わ
れ
、
新
成
人
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。
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一
月
六
日
（
日
）、
新
春
恒
例

の
松
崎
町
消
防
団
出
初
式
が
松
崎

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、

団
員
二
百
十
九
人
が
新
年
の
防
災

を
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
優
良
消
防
団
員
と

し
て
五
十
人
が
表
彰
さ
れ
る
と
と

も
に
、
退
団
役
員
と
昨
年
二
月
に

桜
田
で
発
生
し
た
火
災
の
消
火
活

動
に
協
力
し
た
四
人
の
方
に
町
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
の
賀
茂
支
部
査
閲
大

会
に
出
場
し
た
二
分
団
一
小
隊
に

よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
、
二
分
団
二

小
隊
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が

行
わ
れ
、
規
律
正
し
い
き
び
き
び

と
し
た
動
作
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
団
員
と
消
防
車

両
十
九
台
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド

と
新
島
橋
付
近
で
は
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

��
�

�
（
抜
粋
・
敬
称
略
）
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本　

部　

部　

長　

山
�
卓
哉

　

一－

一　

団　

員　

野
木
沼
敏
英

　

二－

二　

部　

長　

新
村
俊
治

　

三－

三　

副
分
団
長　

斎
藤
伸
彦

　

四－

一　

副
分
団
長　

石
田　

太

　

五－

二　

副
分
団
長　

中
村　

直

　

六－

二　

班　

長　

�
橋
康
之

　

六－

三　

部　

長　

渡
邉
要
市

　

六－

三　

班　

長　

美
澤
幸
成
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二－

二　

副
分
団
長　

山
田　

亘
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�
�
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四－

二　

副
分
団
長　

鈴
木　

栄

　

五－

三　

団　

員　

山
本　

博

　

六－

一　

班　

長　

�
藤　

聡

�
�
�
�
���

�
�
�
�
�
�
�

　

六－

三　

班　

長　

鈴
木
健
司

　

六－

三　

団　

員　

�
橋
公
二

�
�
�
�
�

　

岩
沢
芳
美
（
南
区
）

　

鈴
木　

仁
（
西
伊
豆
町
）

　

山
�
大
介
（
明
伏
）

　

渡
�
和
人
（
船
田
）

　

中
村
一
夫
（
前
副
団
長
）

　

馬
場
和
彦
（
前
三
分
団
長
）

　

鈴
木
善
人
（
前
五
分
団
長
）

　

�
橋　

明
（
前
六
分
団
長
）
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一
月
も
残
り
少
な
く
な
っ
た

二
十
六
日
の
早
朝
、
静
岡
Ｓ
Ｂ

Ｓ
ラ
ジ
オ
、
キ
ャ
ス
タ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
の
小
川
啓
子
さ
ん
、
今

村
直
美
さ
ん
が
、
松
崎
町
の
川

の
り
採
り
を
取
材
・
実
況
放
送

に
来
て
く
れ
た
。
こ
れ
に
快
く

対
応
し
て
く
れ
た
の
が
、
道
部

の
宮
内
さ
ん
ご
夫
妻
と
鈴
木
利

明
さ
ん
で
あ
る
。
親
し
く
し
て

い
る
友
で
あ
る
こ
と
か
ら
私
も

応
援
に
岩
科
川
河
口
に
出
か

け
た
。

　

七
時
頃
、
ま
だ
満
潮
の
時

刻
で
、
胸
ま
で
水
に
入
っ
て

の
取
材
で
あ
る
。
寒
く
冷
た

い
水
の
中
、
川
の
り
採
り
の

今
昔
や
食
べ
方
な
ど
を
聞
い

て
い
て
実
に
楽
し
い
。
キ
ャ

ス
タ
ー
も
的
を
外
さ
ず
、
宮

内
さ
ん
も
的
確
に
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
の
対
応
は
さ
す
が

で
あ
っ
た
。
宮
内
さ
ん
、
鈴

木
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

帰
途
、
キ
ャ
ス
タ
ー
か
ら

少
し
の
時
間
を
も
ら
っ
て
、
ま

つ
ざ
き
荘
に
寄
っ
て
も
ら
い
、

ま
つ
ざ
き
荘
の
Ｐ
Ｒ
と
、
ま
も

な
く
始
ま
る
伊
豆
早
春
フ
ラ
ワ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
那
賀
川
土
手

の
吉
野
桜
の
長
い
並
木
、
田
ん

ぼ
を
使
っ
た
花
畑
。
ワ
イ
ル
ド

フ
ラ
ワ
ー
の
美
し
さ
、
見
事
さ

を
強
調
し
、
松
崎
な
ら
で
は
の

花
の
風
景
を
ぜ
ひ
取
材
し
て
ほ

し
い
と
お
願
い
し
て
別
れ
た
次
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一
月
十
四
日
（
月
）、
旧
岩
科

小
学
校
で
教
育
委
員
会
主
催
に
よ

る
機
織
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
崎
町
は
、
か
つ
て
養
蚕
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
年
の

繭
相
場
を
決
め
る
ほ
ど
で
全
国
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

教
室
は
、
こ
う
し
た
養
蚕
の
歴

史
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
開
か
れ

た
も
の
で
、
糸
を
紡
ぐ
「
座
繰
り
」

に
始
ま
り
、
今
後
染
色
や
機
織
な

ど
一
連
の
工
程
を
学
ぶ
予
定
で
す
。
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松
崎
町
農
業
振
興
会
主
催
に
よ

る
第
十
九
回
ポ
ン
カ
ン
品
評
会
・

ポ
ン
カ
ン
ま
つ
り
が
一
月
十
六
・

十
七
日
の
両
日
、
環
境
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
生
産
農
家
か
ら
四
十
四

点
の
ポ
ン
カ
ン
が
出
品
さ
れ
、
糖

度
や
形
状
な
ど
を
審
査
し
た
ほ
か
、

ポ
ン
カ
ン
や
野
菜
な
ど
農
産
物
の

直
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
賞　

清
水
禎
治
（
桜
田
）

銀
賞　

高
木
茂
幸（
桜
田
）・
平
野
も
み
子（
桜
田
）
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那
賀
川
・
岩
科
川
河
口
で
冬
の

風
物
詩
「
川
の
り
採
り
」
が
最
盛

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
は
暖
冬
の
影
響
か
、
の
り

の
生
育
が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
は
ま
ず
ま
ず
の
よ
う

で
す
。

　

付
近
の
皆
さ
ん
た
ち
は
、
干
潮

時
を
待
ち
か
ね
て
い
た
か
の
よ
う

に
川
に
入
り
、
冷
た
い
水
の
中
、

川
底
に
付
い
た
川
の
り
を
手
際
よ

く
採
っ
て
い
ま
し
た
。

第
で
す
。

���

�

�
�
�
�

�
�
�
�

��

��
�

�



�

�

�

�

����������������������������������

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �

�
�
�
�
�
�

�
�
�
��

�
�
�
� 

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

���
�
�
�
�

��
�
��

�
�
�
��

���
�
�
�
�

� 
�
��

�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
	�



��

�

�

�
��

�
�
�
�
�

����　��������	
�������������

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。
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（平成１９年１２月３１日現在）
　　　　　（　）内は前月比
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松
本
市
で
は
、「
団
塊
世
代
等

定
住
化
促
進
事
業
」
を
平
成
十
八

年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て
も
東

京
で
定
期
的
に
「
松
本
暮
ら
し
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
お
り
、
信

州
の
、
松
本
の
、
特
に
安
曇
地
区

の
人
口
を
増
や
す
た
め
に
努
力
し

て
お
り
ま
す
。

　

実
際
に
、
乗
鞍
高
原
は
人
気
が

高
く
何
人
か
が
現
地
を
見
学
に
き

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
所
の
近
く
に
は
空
き

家
が
何
件
か
あ
り
、
情
報
と
し
て

皆
さ
ま
に
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
等
を
お
考
え
に
な
っ
て
い

る
方
の
相
談
に
、
よ
り
具
体
的
に

ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
く
受
け
皿

的
な
組
織
と
し
て
、
平
成
十
九
年

五
月
に
「
ふ
る
さ
と
・
ま
つ
も
と

応
援
団
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ

の
組
織
の
メ
ン
バ
ー
は
、
農
林

業
・
商
工
業
・
建
設
業
・
不
動
産

業
・
関
係
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
お
よ
び
ア

イ
タ
ー
ン
実
践
者
等
の
幅
広
い
分

野
の
方
々
に
参
画
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
い
ろ
ん
な
面
で
支
援
を

���������	
����������������	�
�������������������

人身事故　２８件　（　－１０）

物損事故　１１０件　（　－８）

死　　者　０人　（　±０）

傷　　者　３３人　（　－１８）
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（平成１９年１２月３１日現在）

　　（　）内は前年比
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さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
よ
り
多
く
松

本
フ
ァ
ン
の
醸
成
と
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

松
本
市
で
は
、
短
期
滞
在
型
で

の
田
舎
体
験
ツ
ア
ー
等
の
実
施
、

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
事
業
な
ど

へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
本
市
長
公
約
と
し
て
も
、「
日

本
経
済
を
支
え
、
ご
苦
労
い
た
だ

い
た
団
塊
世
代
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

童
謡
唱
歌
に
�
志
を
果
た
し
て
、

い
つ
の
日
か
帰
ら
ん
�
と
謳
わ
れ

る
「
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
の
受
け

皿
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
、
山
紫

水
明
の
地
、
松
本
市
の
使
命
で
あ

る
」
と
し
て
お
り
ま
し
て
、
市
民

一
同
ま
ご
こ
ろ
を
込
め
て
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

　

安
曇
地
区
内
を
活
性
化
さ
せ
地

区
の
住
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

（http://kouryu-kyoju.net/

）

で
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
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保護者性別名　前地　区

小 林　 忍女 心  愛 
ココ ア

東　区

磯 谷　 博男 怜  皇 
レ オ

櫻　田

磯 谷　 博女 怜  美 
レ ミ

櫻　田

齋 藤 修 一男 翔 
ショウ

 太 
タ

道　部

栗 田 吏 章男 智  成 
トモ ナリ

金　沢

渡 辺 祐 一女 十  和 
ト ワ

雲　見

志 津 州 彦女 優  海 
スグ ミ

石　部

長 島 秀 和女 成  咲 
ナリ サ

江奈２

届出人年齢氏　名地　区

和　則８７関 一中　区

　　夫８３松本ひさ　江奈２

渡辺　勇８３渡 � て う雲　見

山�吉彦９３山崎さと子小杉原

　　平８６土 屋 　 枝雲　見
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環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
十
九
年

の
夏
の
日
照
時
間
が
去
年
よ
り
多
い
な
ど
の

条
件
か
ら
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
昨
年
よ
り
花
粉

総
飛
散
量
が
多
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

花
粉
症
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
も
の
と
し
て

■
空
気
中
の
汚
染
物
質

■
ス
ト
レ
ス

■
食
生
活
な
ど
生
活
習
慣
の
欧
米
化
に
よ
る

人
間
側
の
変
化

■
タ
バ
コ

■
換
気
の
悪
い
部
屋
で
の
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス

レ
ン
ジ
な
ど
の
燃
焼
に
よ
る
室
内
環
境
の

汚
染

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
粉
の
曝
露（
花
粉
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
）

を
予
防
す
る
と
同
時
に
以
上
の
点
に
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
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●
マ
ス
ク
・
め
が
ね
の
装
着

●
花
粉
が
付
着
し
や
す
い
ウ
ー
ル
製
の
服
装

を
避
け
る

●
う
が
い
・
洗
顔
の
励
行
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